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課題名
2９イチジクの生産安定w技術の確立

（３）イチジクの大玉果実生産:のための窒素
施用量

分類 ②

試験研

究年次
６３～２年（完了）

Ｉ目的

イチジクの収穫期は３カ月の長期に及び、収穫初期の果実は大きいが、
次第に小玉化するので、窒素の施用量が果実の肥大に及ぼす影響を検討し
て、、大玉果実生産のための参考資料とする。

Ⅱ試験方法

１試験場所現
２土壌条件中
３供試品種桝
４試験区

試験

区

少肥

基準
多肥

地
粗
井
粒
ド

糸島郡志摩町
褐色/森林土

一フイン、一文字整枝１０年生

(kg／lOa）

年間施用L量時期別窒素施用割合（％）

ＮＰ ２０５Ｋ２０１１月下旬６月下旬８月下旬１０月下旬

１０１５１８６０１０２０１０
１５１５１８６０、１０２０１０
２０１５１８６０１０２０１０

注）リン酸は全量１１月下旬、加里は１１月下旬６０％、６月下旬１０％
８月下旬１０％、１０月下旬２０％施用した

、

５葉中窒素含有率６月下旬は先端展開葉から３枚目を、その他は同５
枚目を採取した

６試験規模１区３樹２反復

Ⅲ主要成果の概要

窒素施用量は多くなるほど、葉中窒素含有率がやや高まり、新梢伸長量
多くなって、上位節に着生する果実の肥大は促進されるが、下位節の果
は着色が不良になり、糖度が低下して品質が劣る。果実肥大と品質向上
両面から、１０アール当たり窒素施用量は基準通り１５kg程度が適量である
考える．

新梢長は、窒素施用量が多いと長くなる傾向がみられるが、展葉枚数
の差は少ない。

葉中窒素含有率は、窒素施用量が多くなるとやや高まるが、収穫が終
わりに近づく１０月になると差はなくなる。
果実の大きさは、窒素施用量が少ないと収穫初期から小さくなる。
果実品質は、９月中～下旬の下位節の果実では、窒素施用量が多いと
着色が悪くなり、糖度が低下する。１０月下旬の上位節の果実では寸窒素
施用量が多いと果実は大きくなり、着色及び糖度の影響はない。

窒素施用量が多いと長くなる傾向がみられるが、展葉枚数
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Ⅳ主要成果の具体的データ‐

第１表時期別新梢長及び葉数（６３～２年平均）

試験区新梢長 新梢１本当Lたり葉数

６月下旬７月下旬８月下旬６月下旬７月下旬８月下旬

ｃｍｃｍｃｍ 枚枚枚

少肥５７９４９９１２．５１９．２２３．２
基準５５８５１０３１２．２１８．５２３．１

多肥６３９５１１５１２．８１９．６２４．５

第２表果実の横径及び品質（６３～２年平均）

試験基部より３節目11-15節１果重着色（ｶﾗｰﾁﾔｰﾄ）糖度
区

６月殉７肝’８肝、９肝、９肘-Ｗリ１０肝旬９脚-下旬１０肝旬９肘-Ｗリ１０肝旬

IＩＩｍｍｍｍｍｍｍｇｇ班％％
少肥１４．９３６．４３９．１３５．８５８６０４．３４．３１４．２１４．６
基準１４．９３５．５４４．７３６．７５９６５４首２４．４１３．８１４．８，

多肥１６．０３６．９４４．７．３６．６５８６４ 3６６４．４１３．４１４．６

第３表葉中,窒素含有率（６３～１年平均）

試験区６月下旬８月下旬９月下旬１０月下旬
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

イチジクの大玉果実生産のための窒素施用量の指導資料となる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

追肥用に、有機質1及び固形肥料等肥効の長期間持続する肥料の種類を検
討する必要がある。
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